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この経済調査は、伊平屋村綜合調査(沖縄大学調査団)の一環として行

われたものである。調査の目的については、前章にも記されている通りである

が、伊平屋村も他の離島と同様、自Itt島共通の諸問題をもら、経済的後進性と離

島苦に悩まされている。これら諸々の問題点のうちでも、特に筆者の課題は、

経済的側面の問題を把握するのが主たるねらいであった。しかも、その把握に

よって、僻地としての離島の特殊事情に基く後進性の改善と除去の問題も念頭

に置いて調査を進める予定だったが、問題の大きさと深さは、時間的に余猶を

与えなかった。勿論、離島苦解消の問題は、政府施策の課題であるが、問題解

決の基礎的側面は経済問題に帰着するだろう。後ればせながら、琉球に於ても

58 



「離島振興法」が、立法化され、施行される段階にきている。伊平屋村も、本

法の適用地域に指定され、住民生活も一応、改善の方向に向うだろうが、離島

を数多く有する琉球にとっては、決して楽観は許されず、この問題の解決は極

めて重要視されねばならなゐまい。

一方、伊平屋村は、経済組織の問題としても、実物経済的実態を温存

し、理論的にも、制度的にも興味深いものがみられる。これも厳しい立地的、

社会的条件が長い歴史の過程で住民の上に作用した結果のものと思われる。更

に、青年離村にもとづく農業労働力の老令化及び弱年化と農業経済、 「青田売

り」の実情、農業融資の問題、住民の消費生活の実態等については怠あって、

調査実現できなかった。従って、本調査は概括的、基礎的資料の蒐集に留まら

ざるを得ない。むしろ、伊平屋の見聞に終った感を免かれないが、更に機会を

得て深めたい.と思う。

本調査に当って、多大な御協力をたまわった伊平屋村民の皆様及び、

基礎資料の蒐集に御協力下さった、経済局協同組合課の金城基畠氏、特産課の

新里朝雄氏、農連調査課の高宮巌氏に心から謝意を表します。

1)、概況

(1)立地条件

付) 位置及び面積

伊平屋村は沖縄本島の最北端にある離島であって、 「伊平屋村i誌」

C1956年)には次のように記されている。

「本村は東経128度、北緯27度の中間に位し、沖縄本島の北方、

那覇より58浬 C107km)、本部より27浬 C50km)、国頭西方16浬 C30km)
を隔てて、伊平屋島と野甫島の二鳥よりなる。地勢は東北より南西に山岳施

立、腕々し、東南海岸地帯に耕地多く、西海岸には耕地僅少にして、凡そ

山林地帯にして、古来より葉盛山と称せられる。東南は国頭北方に面し、

北東に鹿児島県の与論島、沖永部と相呼応し、細長く南北約4里にして北

西沿岸は一面洋々たる大海に酷し、又南方は3浬E5.5km)隔てて、伊是名

村に面す。 伊平屋島は周囲8里にして、面積は1.2平方里C19.28km2) 、

その南西に近接する野甫島は周囲1里、 (面積3.24km勺山なく、梢々、平

担な円い島である」と。

59 



「伊平屋村誌jの述べる如く、琉球列島の最果ての地にあって、地形

は南北に細長く狭随にして、僻地的な離島であり、沖縄本島及びその他の地域

よりの航路は不便である。

沖縄本島よりの定期航路は、伊平屋丸 (53屯)、嘉手納丸 (78屯〉に

より、伊平屋一本部(渡久地港)ー那覇(泊港)聞をそれぞれ月5往復するが

気象条件の惑い場合は欠航があって不便をきたす場合が多い。

(ロ)地勢

伊平屋村は南北に細長い島であって、西海岸より急激に隆起する山脈

は島の中央部を縦走しており、それら山脈は、北方よりク ν岳山塊、アサ岳、

腰岳山塊、賀陽岳、阿波岳の各山岳から成る遠山としてそびえている。

これらの山脈の商側は、地勢上、殆んど民家と耕地はなく、山麓より

沿岸に茅.る地，ii?は、特有の大岩援が山肌に露出し、沿岸地帯には、大岩礁施立

し、暴風、季節風苛;による北両方よりの強い風浪は山岳背商の中腹部にまで砂

を吹き上げ、原生状態の海岸線から一面に急勾配の砂丘を形成している。これ

ら大岩礁の峻立と砂丘の曲線を抱く山海のパノラ 7 は、住民にきびしい自然の

様相を目前に展開Lて村落の形成を許さず、住民は山脈の前面、即ち、東側の

山麓より王将地部分に定住し、そこに耕地を求めている。そして中央部の一連の

山岳は、狭陥な島の住民に、たに、立地上有利な条件をもたらし、北西方よりの

強風と季節風を防ぎ、降雨をうけとめ、農耕の適地としての平地を地帯を確保

させたとみられる。

野市島も同様内側は緋地に適せず民家は東側に集中しているの

一方、ク ν岳、アサ岳、腰岳山塊は、松、椛木、 νパキ、イズν等の

立木密生、繁茂b、その東品lJ山麓平地に回名の部落があり、ぞれら山岳の麓か

ら東海岸まで平地になり、東北地帯より南へのびる砂質土壌は荒廃地であり、

山岳肌には大壁岩等突出し、いわゆる名所、 「クマヤーJはここにある。

島の中央部、・東側沿岸は凹形の入江になっており、西北よりの強風が

山岳によりさえぎられ、風波は比較的静穏であり、港の適所として、突堤が築

かれ、横橋となっている。そこには、村役所、伊平屋中学校、郵便局、.農協等

があり、それらを右北方に前泊部落、左〈南)に我喜屋部落がある。更に南に

下れば伊平屋島の南端に島民部落、そニを過ぎれば4 凡そ、 2~m、一面の砂浜

で野甫島に近づき、その末端地より伊平屋島、野甫島聞の渡舟が連絡し、両島

住民の交通の用に寄与している。

土質は、 山麓地帯は岩様性土壌であり、 平地より海岸に近づくにつ
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れ、砂質土壌となり、また‘島尻部落の山聞の畑地帯、水田地帯の土表は赤褐

色のしょく土である。

また伊平屋村の水源については、大きな河川がなく、各山間よりの数

える程の小渓流しかなく、また土質は蓄水力に乏しく、水源も豊富でない。し

かし、北方の回名は、アサ岳、腰岳等の山に固まれ、比較的水利がよい。従っ

て、水田多く、米作農が中心である。我喜屋も水源には比較的恵まれ、水田多

く、国名についで米作農家が多い。この両部落でさえ、水稲二期作植付期には

渇水状態にあって、植付不可能な田地が多いといわれる。

前泊、島尻はそれに比べて水痕に乏しく水回は僅かであって、畑地が

多い。最も水源に乏しい部落は、野甫部落である。小島のため、山なく、川な

く、地下水としては、部落の西方1.4kmの所にある共向井戸(ウフマーがー〉

を使用する。主として、飲料水は天水に依存し、各家庭には貯水タンク (4~石

入〉が備えられ、また、簡易水道用として、部落東南側の傾斜面を利用して、

天水だめの施設(前掲写真参照)が1カ所もうけられている。 60年に完成し、

貯水能力18，000ガロンといわれる。

全般的にみて、水源に之しく、飲料用水の外に良業用水にまで利用で

きる水量が少く、田名の水田用ダムも夏秋の渇水期には、水量激減し給水でき

ない状態である。

付気象

伊平屋村は、立地条件よりして、沖縄本島の最北端にある離島のため

本島より、平均気温は低く(比較時点の資料不足のため詳しいことは言えない

が)、最低気温が沖縄の北部地区より約40<;低く、平均気温で30c低いといわれ

るむ従って、 2期水稲及び甘藷の減収は著るしいという。その反面、 この気象

条件は、葉タバコ栽培に有利な条件として作用し、比較的良質の葉タパコがと

れるようである。

立地条件よりして、台風災害は本島より大きく、防風、防潮の施設が

急務とされるが、 それが貧弱な現状にあっては、 農作物への被害は甚大であ

る。従って住民の暴風対策は、農作物に対するよりも、身近な住家に集中し、

その投資額も大きく、他の町村より比較的堅固な瓦ぶき家屋が多い。

伺村落及び交通

地勢上、住民は5カ所に村落を形成している。総面積の65%は山林原
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第1表 字別面積、世得、人口 (1962年4月現在〉

三玩型~I旦竺I_!_竺|ムヱI_!_竺
名 1. .1 178同 959人一一-，

iliJ. fa .1 1_ 107，，1 615 ~' 
我 喜屋 i l-138バ 818川

島尻 i 1 122ババ
野甫 1 1 C!n ..1 AM  ..1 1 1 69 "1 407川

計 i ..1 614川3.520ペ
(村役所調べ)

野であり、島の東但!)( 

前面〉の北方から田名

'中央部に前泊、我喜屋

南端部に島民、野甫島

には野甫部落のみがあ

る、 (前掲地図及び第

1表参照)・

島内交通機関については1962年現在で、 役所のジープ1台、個人営業

の客馬車1台(月10日運行)で、常時運行の乗客車輔はなく、 村民は殆んどが

自転車(約200台)、オートパイ等を使用している。生徒の通学の大半は自転車

に依存し、貨物運送は荷馬車が中心的役割をはたし、役馬への依存度は高い。

〈第2表参照)

第2表 車輔状況(1962年)

※ 村役所資料より、
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※ 資料村役所より

条件にも友右されやすく、欠航することがしばしばある。

(2) 自然的条件

島外航

路の船舶は2隻、
伊平屋ー本部(

渡久地港)ー那

覇(泊港)聞を

各々 、 月5往復

運行するが、小

船のため、気象

{)t平尿村は、総荷積22.52km2 (野Hfを合む〉の65%が山林、原野であ

って、緋地而積は総商務の19%である。日本における離島のそれは約5引......10%

であり、世界における土地の耕地割合も 7.1%であるから、伊平屋の場台、耕

地利用度が比較的高いといえるだろう。しかし、このことは、肥沃な耕地が豊

富にあることを意味するのではなく、前述のように、地勢的影響が強く、貧困

地の開拓もなされてきた現状である。

農耕地は、全般的にみて、東側平地に集中し、西側及び南端には存在

しない。水田は回名と我寄屋がその90%を占め、とりわけ回名がその過半を占

めている。全耕地面積の約60%が焔で、 40%が水田となっている。

地目別土地面積調

また林業をみるに、伊平屋鳥中央郵の遠山は森林密生繁茂し山林は豊

富である。山の土質は岩石多い土尉から成り、植林には条件が悪く、立木は、

松、椎木、 νパキ、イズν等で本木と雑木の混交林である。従って用材に使用

しうる範囲は少い現状のようであるが、薪!共用としては極めて豊富な資源であ

る。これらの山は、戦前 (1940年頃)は、 材木用立木豊富で7，000石を有し、

村財政に大いに寄与したが、戦争で荒廃し、更に戦後の家屋復興と薪炭不足の

ため濫伐され、現在まで用材に利用できる立木が少い状態にある。

1957年度の役所調査によると、 山林面積は約1，200町歩、小木伐採面

63 



積70町歩、その収入82万B円、造林保育25町歩、植樹15町歩、播種40町歩、村

民消費用薪炭用木年間売上、 328.000円である。尚、山林地は全部村有であり、

私有山林はなく原野私有地が81町歩あるのみである。

田名北方のク V岳には、山学が放牧され、約500頭 (村民推定〉が桜

息している。海洋は伊平屋の漁業資源である。四面海に固まれ、飛魚、鰹業の

漁場として、戦前は漁業も盛であった。村民の海外移民等に伴い蓑退を与儀な

くされ、戦後もその復活をみたが、 1953年の台風により、漁船破滅され、現在

は殆んど専業で営むものはない。小型漁船及びくり舟十数隻による、兼業的漁

業は営まれているにすgない。

景観及び旧蹟:ー伊平屋は峻烈な大岩礁と岩塊、勇然とそびえる山岳、

森林が偉容を誇っており、それらを抱く脊碧の空海は洋々として人心をとらえ、

海岸線の砂浜、島尻部落南部のユニ岬のまぶしき広大な砂浜及び砂丘の曲線、

これらをー眺に見おろす賀楊岳よりの一大パノラマ等ーまことに景勝の地とし

ての観光資源に恵まれている。更に多くの名所、旧蹟(クマヤー、無蔵水等)、

その他多くの文化財的観光資源を有している。

(3) 社会、文化的条件

伊平屋は、中古まで今帰仁按司の管轄下におかれ、廃薄商l裂後、 J島尻

郡に編入され、行政区としては、 伊是名村字伊平屋であった。制度上のこの

椛成は、住民に不便を与え、彼等の強い要望と分村運動の結果、ついに昭和14
年、内務省令により伊是名村よりの分村が実現し、独立の伊平屋村が誕生した。

伊平屋も、その僻地的条件のために、離島特有の社会的、経済的諸問

題をもっている。第1に青年離村の問題、これは僻地特有の現象であるが、 若

い者が農業を離れて島外に流出し、農業労働力が老令化する傾向をもっ。それ

がやがては労働の生産性に影響を与えることは疑い得ない事実である。

第21こ家計補充的労働者を比較的必要としなくなること。 家族労働に

より自給自足の経済を営んでいる島民にとっては、資源に之しい現況から、彼

等の労働は、生活需要を充しえない。しかも狭少な土地に家族労伯力が集約さ

れ、生産性は低いので自然、生活水準を低めざるを得ないが、離島的気安さと

村落共同体的慣習により、商品売買についても収穫時払の制度が通用し、生活

不安を多分に解消せしめ、安住の便に役立っている。従って出稼労伯に対して

経済的に依存しないようである。

第3に、実物経済形態の一部が残存する。 島内に於ける通貨量が絶対

的に少いことと、農協以外に金融機関がなく、信用制度及び流通機構の不完全
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な島内経済にとっては、現在、 米が貨幣の機能を果し、 米と他の商品と交換

(パーター)によって売庖に於て売買される。

第4に、労fj]カの需要はヰ-7-)レ(輪番制労仇〉によって充たされ，

商品たる労伯力は民間労伯市場に於ては、労伯力対労仇力の実物交換形態をと

っている。

第5~こ、農業労{力に於ける低収入のため、 また離島に於ける狭少な土

地と資産評価の低さのため、二、三男に対する農地分割も困難であって、成長

した子供は島外〈内地及び本島その他〉へ解放せざるを得ない。しかも島の僻

地性と後進性のため、後継人たる長男も、外地へ流出しようとする傾向が強い。

第6tこ、これらの僻地性、後進性、低所得性は、電気事業等の巨額の

資本導入を阻み、特に電気施設がないため、いわゆる、電気製品の使用を許さ

ない。部落によっては暫定的に自家発電を行い電灯、テレビ等を使用しでいる

が、村全体としての恒久的施設はない。従って電気文明を亨受することができ

ない現状である。

n) 経 済 構 造

(1)、産 '業構造

伊平屋村の産業を類別すれば、農業、畜産業、水産業、商業、公務、

農産物加工業に大別することができる。島の経済を支える主要産業は農業であ

つで、全島総世帯の97%に達している。戦前及び終戦後の一時期に於ては、漁

業及び養蚕業も盛んであったが、すべて現在では影をひそめ、漁業は、僅かに

農業との兼業としてのみ存在し、養蚕業は全くみられない。従って、商業、公

務員、以外の業種は、農業を第1種兼業とするものとみてよい(第4表)。

就業構成をみても、可幼者総数1，354人の中、農業従業者が、1，281人、
95%を占め、公務員(地方公務員も含む)52人、4%、商業14人で1%、船員T人0
.5%となっていて、農業従業者が全体の95%を占めている事実は、純農村であ

ることを物語るものである。勿論、公務員も家庭では農業を営み、第二種兼業

農家である。伊平屋は純農村である故、牛馬等の畜力による仇力は一般的で、

しかも積極的に利用されている。 役馬約200頭、役肉牛もほ Y同数であって、

畜産も農業に附随する副業として重要視される。更に山羊、及び養豚、養鶏等も

盛んであって農業の副業として行われている。前記統計表に現われていないも
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のの中に運送業、サーピス業、漁業等が若干ある(第5.6.7表参原)

農

〔註〕第1表と人口数戸数、に差異の
あるのは、調査時点、の相違と人口
動態の把握が厳密には困難なこと
、常任者とみられる中にも島外へ
の移動がはげしいこと等によるも
のである。

第7表 産業別所得調査

邸

第8家産業別従業者数

....._ I人 数 I% 

(1962年度)



また、産業別所得をみると、所得総額286.200$の中、農業所得がその68%、
公務員17.2%で全体の85%を占めている。村民一人当りの所得は73弗となり極

めて低い。 1956年度は実質で、 63弗である。

国民所得の 1人当り額が低くすぎることは生産性の低さに起因するだ

ろうが、その補足的部分として、 1961年 T月-62年 6月までに、年令、恩給、

公務扶助料等の流入金が 8万弗余もある。島民経済が、農業に依存しており、し

かも、最も重要な産業となっている現状から、農業に重点をおいて調査をすす

めた。

4イ)虚業概造

第4表に見るように、伊平屋の農業を支えている耕地は、村の総面積

の約19%であって、水田176町歩、畑255町歩である。農業戸数も、総戸数の97. 
%を占める純農村であるから農業依存度は極めて高い。経営規模別農家戸数を

みると、第8表の通りである。

% 

k反未満lsけ
1民-3反未満I106 I 
版 -5反未満I124 I 
5反-10反 H
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第自表 農産物販売実績

----販売副会蛸 I 01... 

作物名、ー i二二二二|一二二一
黒糖InA A!I <:Jn 

帽 194.4071 39 
一一

米

パイン生果

縄

計
鍾L盟

(1963年〉
※村農協、農連市場資料より作成



傭10. 年次 別主要作物生産高 (村産業課資料〉

作 物 li 8年 15 9年 I8 0年 18 1年 I8 2年

水

甘

甘 758. 

1827.41'1. 

(金琉平均反 1.890.同11，480. 611.720. 1.890. 

1反歩未満の耕地経営のものが金戸数の5.7%、1-5民未満35.4%、計帽

41.1%、5民以上が、 58・9%で過半数を占め、日本の所調、 f5反歩百姓」の通

称から脱け出た感じであるが、その類型から離れることはできない。近年、小

作関係は多くみられない。

日



(ロ)鹿庫鞠J1び鹿議所得

伊平屋の農産物の中で換金作物は、黒糖、米、ダイコン、西瓜、玉ね

ぎ、葉たばこ、パイン、縄等である。

伊平屋の主要農産物の中でも特に換金性の点、生産量の面から、最も

重要な地位を占めているのは米と甘擦である。米の場合、農協に共同集荷され

まとめて、本島内の食糧会社に販売されるのが大半である。 63年に於ける伊平

屋農協の買取高は、米約22.600弗、その外、受託販売されたのが、約42.000弗
となり、農協を通じての販売額詑けでも約94.000弗の額にのぼっている。尚、

村内の消費需要以外に一般商人を通じて販売されるのも多量あって、村内需要

分とそれを加えた部分は前者より大であろう。ところで、ここに一つの問題が

あって、村民の多くが、自己生産の米を売って、安価な外米を買入れているこ

とに注目しなければならない。その買入額は約2.000弗 (63年農協を通じての

分〉である。現金収入の乏しい伊平屋では、米は最も重要な換金作物であると共

に、貨幣の機能を果す物資でもある。従って気象災害等により大きな滅収が生

じた場合には、住民は、現在困窮している生括物資購入のために、次期収穫時

の収入となるであろう水稲を売ってー青回売りー窮地を切りぬけるのである。

勿論、この「青田売り」は、その収麓時に於ける生産米の価格で買い取られる

のではなく、商人は、利率及び商業利潤を見込んで、はるかに安く買とるとい

う。従って、このことは、生計費が赤字になっていることを意味し、豊作に恵

まれない場合は、悪循環を繰返えすことになる。

伊平屋に於ける重要換金作物の他の一つは甘庶である。近年、沖縄本

島は勿論、金琉的傾向であるが、伊平屋に於ても、著しいものがある。その生

産実績は、第12表の如くである。 1957年から1963年までの6年間に、作付面積

第11農村民協白米買上高

ιι量|回 L 官 I
買上高|金額

一-k副一一$"
! 95.8781 23.堕1

1 9 6 1 I • n nl7nl 1 n nn円

一一一"_1 48 .8701 10 .227 
1 9 6 2 I 11:n nnnl I 150.00制34.500

19 6 3 I 98.280122.604 
護線路翫官t吟算

で約5倍、荒茎量(原料)で約6.5倍に達し

ている。ところが、伊平屋の場合、 62年度

に於て、那覇市場における累積価格(卸売〉

が60kg当り12.5弗の時でさえ、運送費のハ

ンデイキヤ')1プから、農家手どりは、 9.5 
弗-8.75弗まで下落したという。

村民出資による村農協は、 30屯の

製糖工場を経営し、原料(薦茎)を村民か

ら買とり、黒糖を生産する。野帯島は、区

経営の野宵工場 (20屯〉を有し、同様に生産

している。近年のキピ作プー・ムにのり、伊
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第12表 伊平屋村塵槍実績の推移

平屋も、そのための耕地を拡張し、また、従来の田畑をこれに移行させる傾向

にある。

水稲(米)、甘躍についで生産価値が高いのは葉タバコである。 60年
----61年期に於て、その売上実績は28.000弗、 次年度の予想額は4万粁で金額に

して28.000弗、換金作物として極めて重要視されて.いる。琉球煙草に斡旋、販

売され、気候的には、その栽培条件は良好とされている。

葉タバコ乾燥施設も各部落、 各々所有しており、 村全体で31カ所あ

る。(第14表参照)

次にパイナップJレ生産であるが‘これは前記産物に比して、金額面で

は大きな比重を占めておらず、年間生産額は3.000弗前後である。 伊平屋の農

産物で生産量、販売金額の面で、それ以上に重要なものは、大根、たまねぎ、

西瓜である。これを庫連市場での販売実績から、 概算で1963年度、 大根17.4
00弗 (42万T千kg、1kg当り、 1期6.1O、2期3.3O)となる。

次に西瓜であるが、 63年度売上14万1千kg、 (全琉総額60万kg)で全

琉のま近くを占め、金額にして、 9.870弗(平均価格kg当7O)となる。これに

次いで、たまねぎが重要な地位を占めており、販売量約8万kg、金額約9.600弗
、 (平均価格は1kg当り12O)である。

以上のように、伊平屋の農業は、耕地の広さと砂質土壊‘という条件に

より、或る面では不利な立場におかれながらも、他の面では、充分にこれを生

かし、その向きの特産物に恵まれている。しかし、耕地の分散性と資本不足の
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経営規模別麓作良家 (1962年〉

|午|割引当唱苧子

第15表
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第1叩B寝パイナツプJルb生塵状況

』除次哩F閉|数量引|金額
k凶附附鮒961年恥-62~14担4担1.8別09kg門E唱司~ 2.卿0凶側9叩0
|四1四96旬s年-6飽，3~1，15抱，2.0凶96 1凶2.6帥05

k叩叩附9鮒胸6旬3年，-6叫4.00帥0|比3川

※金額は生果1kg当り5仙(平均
価格)を乗じて算出〈資料
琉球統計年鑑〉



第n裏

採算の限界 1-1両面一120百円扇子l 4.18'/kg 

註)1 反当り採算の限界に用いた単価は米19o (白米
kg当り23Oを玄米換算)、イモ3O、キピ$15/t

2 労賃1人$1.30
※農速調査課資料より

ため、農業技術の改

良が阻まれ、従って

、労働集約的生産条

件のもとにおかれ、

労働生産性が低く、

1人当りの農業所得

が低い。

十4庫協

伊平屋村農

協は、-総合農協であ

る。したがって、信

用事業と経済事業が

行なわれ、特に銀行

等の金融機関が皆無

の伊平屋にとっては

極めて重要な役割を

果しており、製糠工

場、精米所等の加工

事業を行なう一方、

前記農産の購買、

販売、受託販売等も

行なっている。

1963年6月31日に於ける資金状況は第18表の通りである。 当座、普通

預金が定期預金がはるかに多〈、その比率は約ド 1である。第四表、 63年度の

欄でも明白であるが‘流動比率が高〈、しかもオーバーローンである。資金の

絶対量が少ないのが最も困であろう。借入金53，600弗t之中金よりの借入で信用

事業及び経済事業の両面にふり向けられており、経済事業の部では、農協自営

の製糖工場の施設面に向けられているという。購買事業部の生産資材とは、 33
，noo弗余が肥料である。その残余が、農機具、家畜飼料、種苗等~なる。生活
資材とは主として米(外米)の購入である。

販売事業64.600弗のうち、買取の部は、村内産の米の販売であり、受
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託は各農家よりの受
第18褒 伊平屋村農協資金状況(1963年6月30日) 託であるが(大根、玉

94.408 I 

葱西瓜等の生産物は

、部落の各共同売底

の取扱い(斡旋)によ

り農連市場へ販売さ

れる〉、従って、それ

は葉タバコ41.550弗
縄460弗の分である。

伊平屋村農

協は、総合農協であ

るため、信用事業及

び経済事業の両方を

同時に行っているが

信用事業の面で資金

量が少し貸付金の

うち、設備資金の14
.600弗は制度融資〈

政府→中金→農協→

農家)によるもので

使途の面で制限があ

ろう。総体的にみて

、農業改良面への融

資資金が不足してお

り、このことは、農

協についても、 島

〈村〉全体としてみても、明白な事実であって、村唯一の金融機関としての農

協も島民生活と相関連しつつ如実に資金難を反映している。

( エ〉労働事情

第6表に見られるように、伊平屋の就業人口は、 1.354人、その95%に
当る1.281人が農業労働者である。しかも、全就業者のうち、男子労働者が617
人、女子が739人で、女子労働力が多い。この両者を合せたものは、 一般的に

いう可働者であるが、これに加えて小中核学童の労働力の補助的部分があり、
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児童生徒は、帰宅後及び休眠には、農業手伝の習慣があり、農場に出て働く外

家畜の草苅り、家事の手伝い等、欠せない存在である。更に、商業、公務員

等の役職にある家族も、帰宅後及び休暖等にはー農業労働力となる。概して、

1日の就業時聞は約10-12時間で、朝は9時より午後は日没時という。実労働時

間は少くとも8-9時間はなるだろう。村民の勤勉さとこのような長時間労働に

も拘わらず、労働の生産性は低し 1959年に於ける村民1人当りの平均所得は

78$で、恐らく近年も80-100$前後とみられる。

この生産性の低位性は、女子労働者と弱年労働者〈児童、生徒〉によって大半

が占められているという労働構造の問題に起因すると恩われる。

しかも、男子成年労働者の比較的生産性の高い労働者の労働に於ても、土質と

耕地の分散性のため、機械技術と結びつかず、生産性を向上させえない。現在

機械化の4もりに牛馬力(苦言力)による、労力利用が代表的、一般的である。

更に他の面から労働生産性の低位性を検討してみると、労働集約的で

あるということ。農地改良等に対する投資が少なししかも、狭い耕地に労働

のみが集中的に投入されても、収穫逓減の法則が作用することは明白である。

しかもヰーマール一等によって、繁忙期には、集中的に労働力が投入される。

第3に、労働生産の低位の原因を労伯力老令化に求めることができょう。即ち、

離島苦のために、滋沸iたる青年労伯者は村外に流出し、この傾向は労的生産

性の向上を阻む要因として強力に作用しているだろう(第四表及び第1図参照〉

匝二二本籍人口 現住人口

1957年
人 人

4.595 4.345 

1958 '.109 3.781 

1959 5.935 3.641 

1960 5.861 3.663 

1961 5.895 3.546 

1962 3.520 

人口 推 移第19褒
6，000 

民自由。

5，500 

. - 国 人 口 権移

4，50目

4，000 

に、、、・句、
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本籍人口は年々増加していくのに、現住人口は漸減し、凡そこのことは労幼力

の流出を意味するものとみてよいだろう。しかも、本籍人口の増加率も、 59年
より緩慢になり、島外への家族移動を意味するものと恩われるが、それにもま

して、現住人口の減少が大きいことは、注目を引く。 58年-59年の本籍人口の

著るしい増加の原因は調査不充分のため、不明であるが、もし、資料に間違い

がなければ、 この5年間の人口推移は本籍人口増加、 1.300人、 現住人口減少

825人となり、両者の隔差は年々大きくなる一方である。

これれら年々の転出には、婚姻、就学、移住もあるが、大部分は、職

業即ち出稼、もしくは就職のための転出と考えられる。特に青年は、僻地の後

進性や、その農業従事を好まず、二、三男は出稼となり、女子は婚姻のための

転出となる。僻地の青年はどの地方にあっても、その後進性と停滞性を好まず

離村すると言われるが、伊平屋の例も、これにもれず、青年は都会に慣れ、長

男でさえ農業の継承を好まず、部落tこ於ける青年の数も少しその活動も年々

淋しさを増す状態である.といわれる。勿論、転出人口は多いが、移入人口は殆

んどみられず、ただ、終戦直後より52.3年頃までの外地(南洋群島等〉よりの

引揚者が多かったのが目立つのみである。

45 

40 

35 

30. 

25 

20 

15 

10 

5 
人

第二図年令別人口推移

(字問名の例) 1 9 6 2 

10才 15 20 25 30 35 40 45 切 55 印
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また、青年離村の問題をみると第2図の如く、これは、 田名部落の場

合を、役所資料に基き作成したものであるが、この推移は伊平屋全体としても

妥当すると考えられる。この図で明白に見られるように、中学卒業後の若年人

口は急速に減少し、 25-6才で7人前後にまで落ちた後、や』横ばい状態を保ち

ながら、 40才以上になると僅かながら増加していく。このことは明らかに滋沸!

たる若手の労働力(成年労働力)が流出していくことを示すものであって、労

働力の老令化及び弱年化を意味するものである。この流出の原菌の主なものは

前述の二、三の理由によるものとみられる。

(2) 消 費構造(住民生活)

伊平屋村民の生活実態については、時間が許さず、広くみることはで、

きなかったが、各部落とも 4-5軒宛、実情を聴取できた。生活改善普及指導が

なされているに拘わらず、各家庭、殆んど、家計簿がつけられておらず、具体

的分析の資料は得られなかった。従って全般的印象を得たことに留まるであろ

う。いわゆる「篤農」といわれる、問名のA氏の家計を知ることで、全般が推

察できるだろう。 A氏の耕地は回5反、畑5反、 11人家族である。純農家であっ

て働き手は4人 (64才、 62才、 35才、 27才)で他は児童生徒である、年収は、畑

より玉葱250$、大根250$、西爪70$甘醍180$、雑収入30$、計710$。回より1

9石の米の収穫がある。この米は、全部、主食として自家消費し、 不足分は若

干、外米を購入しているという。 そこで支出面では、副食費81$被服費150$
、光熱費15$、教背費300$、医療費100$、交際費30$、農機具、飼料、肥料

費171$、租税公課50$で、合計897$となる。その他にも実質的にとらえちれ

ないのが多いと思うが、この一例からもわかるように、収支バランスは赤字で

ある。回名は米作農家が多〈、米食を常とし、現金が無い時は、米が貨幣の機

能を果す。各部落に各々ーカ所、共同売底〈全部落民出資)があり、そこに於

いて、人々は物資を購入する。勿論、現金で買える者は現金を支払い、それが

ない者は米で買う。米のないものは、信用経済により、収穫時払いか、収入時

までの掛買いをする。従って現金がなくても、生活はしうるが、収穫時には

その収入代金の大半をそれら過去の掛買の支払いに当てられるので、悪循環を

繰遅し、相変らずの貧困生活に陥る場合が多いという。凶作、台風などによる

被害あるときは、このことは一層深刻化する。現金もなく、米もない時には農

民はやむなく、商人に青田の稲を売らざるを得ない。つまり、 「青田売り」の

惨苦を余儀なくされる。 r青田売り」とは、収穫期の到来しない稲の売買を商

人もしくはその取引業者と契約し、その反対給付として外米を買い入れて、生
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活ずることであるが、交換比率は外米1升対島米1.3升が普通といわれる。勿論、

これは苦肉の策であって、村民はこのような状態に陥ることが、しばしぼおり、

このことが益々、生活苦に追いやってしまう。

一般に、農産物、主として米による実物交換経済は、元来盛んに行わ

れ、米模合、祝儀、贈物等もこの方法が適用されるという。売唐よりの物資購

入は、掛買が多く、従ってコゲツキも多くなり資金回転に経営者は頭をいため

ている。

このような状態からは殆んど貯蓄の余猶はなく、もし貯蓄がなされた

にせよ、気象条件の厳しい当村では、台風対策のため、家屋に投資される。従って

衣食生活への消費水準は低位にある。更に娯楽設備等は殆んどなく、電化文

明の浸透も少い。住民生活の改善向上は、このような経済事情の改善にまたな

ければならないが、具体的には、離島振興法の強力な実施の結果にまつものと

いえよう。同法は、 64年度から施行されることになっているが離島住民にとっ

ては、誠に切実なものがあろう。この法の目的は「離島の特殊事情からくる後

進性を除去するための基礎条件の改善並びに産業振興に関する対策を樹立し、

これに基く事業を迅速かつ強力に実施することによって、その経済力の培養、

島民の生活安定、福祉の向上をはかり、あわせて、住民経済の発展に寄与する」

となっている。そしてその内容は、①本島及び離島、及び離島聞の交還を確保

するために必要な海空路、港湾、道路、空港、通信施設の整備、③資源開発及

び産業振興を促進するために必要な漁港、林道、農地及び電力施設などの整備

@水害、 風害、 その他の災害を除去するために必要な国土保全施設の整備、

@住民の福祉向上のために必要な教育、厚生および文文化に関する諸施設の整

備、となっており、そのための政府援助を定めている。この適用は無論、琉球

諸島の離島の多くに亘るが、以上のような総合的、恒久的施策がなされなけれ

ば、離島苦の解消は困難であろう。

岨酔・m ・唱圃・時四咽伽叫紺酔嶋崎由"・・圃.‘・・.. ・・咽・・-

附 記

この調査は、一応の資料蒐集を第一段階とし、将来への準備の段階に

すぎない。従って、実態調査概報のつもりで、概括的な資料を羅列した。実質

調査日数4日のため、詳しい調査ができなかったが、伊平屋村役所の方々及び村

長各位の御協力により予想以上の成果をおさめたこと、及び農連調査課の喜久
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川広氏、高官巌両氏から伊平匿に関する多くの資料をいただき本稿に掲額ずる

ことを御承認下さった御厚意に感謝いたします。

ー資 料ー

第20褒 1戸当り月当り勢鋤支出

10a当支出 10a当り月当り 1戸当り月当り支出

水稲 1期 $ 2 1 $ 5.2 5 れ8.80( 仰 向 )

2期 2 1 5.2 a 7.88 ( 5.25x 15 ) 事24.88

甘熊 4 S 3.0 7 10.14 ( S.07x23) 

〈農連資料より、伊平屋村の例〉

第21表

伊平屋小学校

:;;;;12十
野甫小中学校

計 1.127 84 

沼



第23寝 村財政の状況

¥ 
歳入

自主財源依存財源依存率 歳入合計 歳 出

金額金額%

円
1.839.527 円 69 2.652.15r 2.652.15 1958年 818.252 

1959年 T，674.80 S 21，5qT.0T 8 71 28，gT9.11 8 28，gT9.11 S 

1960年 4，T66.93 S 24，695.06 8 84 29，398.98 8 29，ggJ 

1961年 2S，O28.4T S 18，534.88 8 40 41.512.29 4担1.品訓仰5日m1u2MF 
※ 資料村役所

第24褒

第25義 務地面積の推移

---¥---581591601611621  

回 176.89I 177.43 I 177.43 I 177.43177.48 

耕 地面積畑 255.76 I 255.76 I 255.76 I 255.76 I 255.76 

計 432.65I 433.1S I 433・19I 433.19433.19 

荒蕪地面積 15.96 I 15.96 I 18.43 I 18.43 I 18.43 

資料農連調査課(単位ha.)
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第28寝 拡張可能面積 (62年度〉

部落名 総面積 荒事築地 天水田 原 野 山 林

回 名
ha ha ha ha 

T9.9h1a i 179.60 7.59 79.94 12.16 

前 泊 94.78 2.22 36.77 12.62 43.17 

我 喜 屋 60.2lJ 5.62 13.30 11.49 29.82 

島 尻 39.80 1.67 13.10 6.75 18.28 

。日司野 甫 1.90 1.33 
。

計 〈野甫くを
除〉 374.41 17.10 143.11 43.02 

(註〉 村産業資料 H 耕地拡帳可能面積 H 及びH 要土地改良面積 M より

作成〈農連調査課資料〉

第2'表 経営規模刷島家戸数 (部落別〉

-------
10a以下 10-30 30-50 50-100 100以上耕1戸地平面均積

1戸 ヨり
回 畑

国 名 13 11 26 80 46 82 

前 泊 20 14 19 45 11 72 

我喜 屋 5 28 _2生 56 28 63 

島 民 12 9 22 55 24 69 

野 甫 12 9 14 29 5 
計〈野甫を
合 む〉 50 62 90 236 109 72 32 
①割合% 9 12 16 43 20 

@は全農家戸数553に対する割合 資料農連調査課(単位a)

回



傭28寝 主要作物及び島集収入概算表 (1962年度〉

作物名 収穫面積 生 産高 金 額 備 考

水 稲 2M.74ba 423.48Sko 80.458$ 92 

甘 藷 83..35 旬7.417 18.822 51 
甘 煎 60.54 3.560.337 50.498 89 
葉煙草 24.80 52.181.2 41.437 6li 

三rf イン 8.22 76.500 3.825 00 

大 根 8.70 140.000 2.800 00 
西 爪 6.50 70.000 2.100 00 

王 葱 8.50 20.000 1.200 00 

繭 300 1.500 00 現在なし

牛 50頭 3.000 00 

豚 900 31.500 00 

計 237.140 97 

農家戸数 6 2 8戸※資料農連調査課

1戸平均農業所得額〈年間) $377.側

傭28農 8 2年度収入 (10a当り月当り〉

副リ民に
純 収入|純収入|要する単収

kg 

盟2

盟1
+ 1.19 I 4J町

一2.05I 1.187 

タパコ 1 10.411 130.00 1 +80・411 +20・10I 
註)1)粗収入は同年のそれぞれの単収と単価〈米19ft/K、イモ3ft/K)

から算出。

2)甘薫は61-82年期の夏、春、株出の平均単収で$15/tとした。月
当純収入は純収入を夏、春、株の収種面積割台に配分し、それぞ
れを18、12、12で除したものの計

3)タパコの粗収入は総額を収穫面積で割った。 生産費は金琉平均
〈オリエンタル調べ)

資料庫連調査課
且



第30表 部落別耕地面積並に薦作経営規模別農家戸数

第81.

年

次

8 ¥/82 

紛地面積

夏

(196 

甘煎隼期別実績

会

註3駒/80年次までは結業関係資料'.2号より〈野市偲落を含む3
80/1仇~1/胞は伊平屋村麗袋線資料〈野甫郁落を合的

57/58までの収量は庁からメートル単位に換算

回-

計

資料:鹿追



第鎗表 部落別蝶茎生産実績

資料: 農速

第33表 他市町村の甘薦栽培状混

〈経済局特産課資料より〉
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第34表 金琉平均甘膿及び水稲の生産費

豊田植期 夏 植 春 総 株出

平'l.O8胸均 | 
生産物収量 10.808kg 6.0胸kg 7.884kg 

開価格 8178.90 8108.06 128.82 158.99 

IIJ 産物価格 8.85 5.52 8.88 7.81 

種苗貸 9.82 5.97 8.79 

肥料費 22.58 211.25 18.28 19.99 

防除貸 2.02 1.11 0.81 1.59 

建物質 5.70 3.18 8.01 5.49 

農具貨 8.BO l.95 1.98 2. '19 

畜力貨 2.29 2.84 l.14 1.85 

労力貨 悩.92 88.12 旬.47 5UB 

第一次生轟費 l01.88 舗.94 54.82 85.48 

地 代 l5.98 11.88 l1.29 19.85 

資本利子 111.12 7.85 9.89 11.49 

第二次生産費 1BO.B7 88.84 75.48 110.86 

註)81/82年期甘熊栽培費 t経済局特産課資料3ー戸当り網

査良家戸数:夏植20. 春櫨各々5. 北南中， 宮古， 八重山

資料: 民連

第35表 年期別穂期別収量割合

夏植 春植 株出

5 7/5 8 100 52 55 

5 8/5 9 100 47 47 

59/60 100 50 62 

6 0/6 1 100 49 54 

6 1/62 100 56 72 

平均(金琉〉 100 51 58 

平均〈伊平屋〉 100 37 45 

資料: 農連
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第38嚢 水稲の民当り生産費

• 目
t'Ji 国 1 

種酋.

風車専貨

内.入分

勝材料費

水別賞

防 除貨

建 築賓

農具貨

唱Eカー賓

労 働賃

質事専支払

費用合計

副産物価絡

第 一次生産賃

資本刺子

ー地 ._代

第 二 次 盆 塵 霊 堂

電1m会保

"喝生産重量

期 作 2 期 作

事Z.88 事1.18
5. 7 B 5.88 
4.18 8.54 
D.58 0.18 
0.41 U.78 
11.34 0.5 B 
D. ZO O.8D 
1.88 1.41 
B. 25 z. 0.8. 

28. D 0 25. 8 1 
1. a 8 1.87 

42. '11 B B. 41 
4.08 B.84 

B 8. 8' B 5.4' 
D. IJB D. 8' 

1"0.11-8 '..15 
49..85 4 B. 48 
1. D 11 1.10 

5 D. 8' 44.58 

{81:年調べ、疏.統計年鑑第S闘3関:1:70戸
質事ヰ: 良迫

第s7表 肥料消化状混

水稲肥料 5.411袋 40K入れ

水稲化成 3.000 " 
甘騰調合 858 " 
骨疎化成 4.82'7 H 

甘藷肥料 5 } 組合扱い
" 

パイン肥料 30 " 
，石炭窒素 500 " 
タパヨ肥料 3.000 崎 (会社扱分を含む〉

※ 例 年T月....8.8月
〈良也資料〉
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